
 

ＪＲ加古川線(西脇市－谷川間)維持・利用促進ワーキングチーム 設置要綱 

 

（設置） 

第１条 ＪＲ西日本ローカル線の利用促進策の検討にあたり、各地域特有の事情等を

踏まえた検討を行うため、ＪＲ西日本ローカル線維持・利用促進検討協議会設置要

綱第６条第１項の規定に基づき、「ＪＲ加古川線（西脇市－谷川間）維持・利用促

進ワーキングチーム」（以下、「ＷＴ」という）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条  ＷＴは、次に掲げる事項を所掌する。 

（１）ＪＲ加古川線（西脇市―谷川間）の利用促進策の検討 

（２）前号に掲げるもののほか、ＪＲ加古川線（西脇市―谷川間）の維持・活性化

に関し必要な事項 

 

（組織） 

第３条 ＷＴは、別表に定める委員をもって構成する。 

２ 委員の任期は、本要綱の施行の日から令和５年３月 31 日までとする。 

 

（事務局） 

第４条 ＷＴの事務局は、北播磨県民局県民交流室において処理する。 

 

（会議） 

第５条  ＷＴの会議（以下、「会議」という。）は、事務局が招集する。 

２ 委員は都合により会議を欠席する場合は、代理の者を出席させることができること

とし、代理の者の出席をもって当該委員の出席とみなす。 

３ 事務局が必要と認めたときは、会議に委員以外の者の出席を求めることができる。 

 

（謝金） 

第６条  第３条第１項に定める委員のうち有識者委員及び第５条第３項に定める者

（ただし、有識者に限る。）が、会議及び会議に係る職務に従事したときは、別に定

めるところにより、謝金を支給する。 

 

（旅費） 

第７条  第３条第１項に定める委員（JR 西日本及び行政を除く）が、会議及び会議に

係る職務のために旅行したときは、兵庫県職員等の旅費に関する条例（昭和 35 年兵

庫県条例第 44 号）の規定により、旅費を支給する。 

 

（補則） 

第８条  この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

 

 



 

    附  則 

（施行期日） 

１  この要綱は、令和４年７月７日から施行する。 

（要綱の失効） 

２  この要綱は、令和５年３月 31 日限り、その効力を失う。 



 

 

別表（第３条関係） 

 

ＪＲ加古川線（西脇市―谷川間）維持・利用促進ワーキングチーム 委員名簿 

 

                                

区 分 氏 名 所 属・役 職 

沿線市 

渡辺 和樹 西脇市都市経営部長 

戸田 雅人 西脇市産業活力再生部長 

清水 徳幸 丹波市ふるさと創造部長 

岡林 勝則 丹波市産業経済部長 

JR西日本 平瀬 健治 近畿統括本部神戸支社副支社長 

交通事業者 本間 和典 神姫グリーンバス（株）取締役 

観光事業者 内山 猛雄 神姫バス（株）地域事業本部本部長補佐 

利用者 

時政 良光 西脇商工会議所専務理事 

後藤 和敏 丹波市商工会事務局長 

浅井 英樹 西脇高等学校長 

足立 均 氷上高等学校長 

臼井 茂樹 西脇連合区長会長 

大野 亮祐 丹波市自治会長会会長 

県民局 

平田 正教 北播磨県民局県民交流室長 

柳瀬 長明 丹波県民局副局長兼県民交流室長 

 

 


